































































































































































































































































































































表3‐2 大統領選挙第1回投票における FN 候補への投票者（意向者）の
社会職業的性格（1988‐2012年） （％）
1998年 1995年 2002年 2007年 2012年（投票意向）
全体 15 15 17 11 15
職業
農業者 10 10 22 10 －
経営者 19 19 22 10 24
知的専門職 14 4 13 7 5
中間管理職 15 14 11 8 11
事務従事者 14 18 22 12 15
労働者 17 21 23 16 28
学歴
初等 15 17 24 13 22
初等上級 17 20 21 13 20
バカロレア 13 12 15 8 17
バカロレア＋2 10 13 11 3 13
高等 9 4 7 4 5




























FN の側も，そのような状況に的確に対応した。これまで FN は，「小さ
な政府」や市場中心主義など新自由主義を基調とした理念や政策を掲げてき
たが，次第に国家介入や保護主義を肯定する方向に転換した。新自由主義へ













以降に FN に流入してきた「新右翼（Nouvelle droite）」と呼ばれる極右系
の知識人たちであった。


























































Y・ルガル（Jean-Yves Le Gallou），P・ヴィアル（Pierre Vial）といったメ
グレの CDH の同志たちも，エリート養成教育機関を卒業して内務省，大臣
官房などで高級官僚として勤務した経歴をもっていたが，メグレと同じよう
に次々と FN に入党してきた［畑山 2007：124‐125］）。













































































































































































































































































































































































































































































は説いている［Mégret et als 1992：7‐9］（23）。















































































































































































































































は FN の苦境を象徴していた［Philippot 2011：47］。
更に弱り目に祟り目というか，FN は借金の返済を迫られたり，政治資金
に絡んだ疑惑が投げかけられた。財政難の折に困ったことに，ルペンの旧友
























































































































































































［Mégret et als 1992：113‐114］。また，1998年にメグレが書いた著作では，欧州統合
が経済，通貨，農業など多面的かつ徹底的に批判され，主権を保持した国家からなる連
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